
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 
 

学 校 名 美濃加茂市立太田小学校 

実 施 期 間 平成２６年１０月１４日（火）～１２月６日（土） 

 

実 施 概 要 

① 保護者や読み聞かせサークルによる読み聞かせ（10月 17日実施） 

② 地域行事「おん祭ＭＩＮＯＫＡＭＯ」への参加（10月 19日実施） 

③ 保育園交流（10月 23日、11月 12日、11月 14日、12月 4日実施） 

④ 資源回収（10月 25日実施）  

⑤ ５年福祉体験活動（手話サークルの方の講話等）（11月 12日他実施） 

⑥ 「親子で人権や思いやりについて考える会」（12月6日実施予定） 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  □自然   □歴史   □文化   □産業   □その他 

 公開の方法 
  □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者 ５００  人 
計 ５１５ 人 

地域関係者 １５  人 

 

実 施 状 況 

① 「図書館祭り」に合わせ、保護者や読み聞かせサークルのボランティア

による読み聞かせを全学級で実施した。 

② 「おん祭ＭＩＮＯＫＡＭＯ」で、「やさしいふるさと」を合唱したり、

地域の方の指導を受けながら、大蛇、姫道中にも参加したりした。 

③ １年生を中心に、地域の保育園を訪問したり、保育園児を招いたりして、

一緒に遊んで交流を重ねた。 

④ 保護者や地域の方々とともに資源回収に取り組んだ。 

⑤ 福祉をテーマに総合的な学習に取り組んでいる５年生が地域の方を講

師に招いて、手話や点字について学んだ。 

⑥ 「親子で人権や思いやりについて考える会」では、児童は保護者ととも

に通学班で登校し、全校集会活動や講演会を行う。 

また、児童会が中心となって太田小でとれた「銀杏」を販売したり、地

域の方に届けたりする。 

 

成果及び課題 

・地域の方と共に、地域の伝統や文化について考えたり、体験をしたりす

ることで、地域のよさや素晴らしさ、人の心の温かさ、そして人の知恵

の素晴らしさを実感し、「ふるさと太田」への愛着をさらに増すことにつ

ながっている。 

・「子どもたちの明るさと元気のよさが、地域のエネルギーになり、私たち

大人の活力にもつながる。「ふるさと太田」のよさを今、存分に味わって

もらい、次世代への伝統、文化の伝承者として、そして将来の「ふるさ

と太田」の担い手として大きな期待をしている。」（地域の声） 

・本校の伝統として、総合的な学習の時間や生活科の時間に、「ふるさと太

田」に関する学習に取り組んでいる。毎年、年度末にはその学習の成果

を「学伝」として地域に発信している。こうした営みを積み重ねていく

ことにより、さらに、ふるさとへの愛着を育んでいきたい。 
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